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研
究
報
告
（
午
前
）
〈
東
洋
〉
①

デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
の
断
善
根
と
続
善
根

―

律
と
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
比
較
を
中
心
に―

 

京
都
大
学

小
南

薫

デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
は
ブ
ッ
ダ
に
反
旗
を
翻
し
、
僧
団
の
分
裂
を
企
て
た
悪
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
が
歴
史
的
に
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
を
探
求
す
る
先
行
研
究
は
多
く
あ
る
が
、
説

話
文
学
と
し
て
の
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
の
物
語
が
ど
の
よ
う
に
発
展
、
展
開
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
考

察
さ
れ
て
い
な
い
。 

各
部
派
の
律
蔵
に
は
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
の
物
語
が
体
系
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
、
根
本
説
一
切
有
部
律
「
破

僧
事
」（Sa ṅghabhedavastu

）
に
は
、
他
部
派
の
律
蔵
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
物
語
が
登
場
し
、
よ
り
発
展
的

な
内
容
が
見
ら
れ
る
。
本
発
表
で
は
、「
破
僧
事
」
に
お
け
る
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
物
語
を
主
た
る
考
察
対
象
と
し
、

他
の
律
蔵
に
は
描
か
れ
な
い
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
の
断
善
根
と
続
善
根
の
場
面
を
取
り
上
げ
る
。
善
根

（kuśalam
ūla

）
と
は
、
一
般
に
三
善
根
（
無
貪
、
無
瞋
、
無
癡
）
を
指
し
、
善
な
る
心
や
行
為
の
根
本
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
断
善
根
と
は
そ
の
善
根
が
断
絶
さ
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
続
善
根
と
は
善
根
が
再
生
さ
れ
る
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
定
義
を
理
解
す
る
た
め
に
、
説
一
切
有
部
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
論
書
に
お
け
る
断
善
根
と
続
善
根

の
議
論
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
律
と
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
比
較
に
よ
っ
て
そ
の
関
係
を
考
察
し
、「
破
僧
事
」
に

お
け
る
デ
ー
ヴ
ァ
ダ
ッ
タ
物
語
の
構
造
や
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。 



研
究
報
告
（
午
前
）
〈
東
洋
〉
② 

 

得
度
と
進
奉 

―

仏
教
政
策
か
ら
見
た
唐
代
江
南
の
藩
鎮―

 
 

早
稲
田
大
学 

福
島 

理
生  

 

本
報
告
は
、
唐
代
藩
鎮
体
制
下
に
お
け
る
江
南
の
仏
教
政
策
を
闡
明
す
べ
く
、
代
宗
・
徳
宗
期
の
江
南
諸
藩

鎮
が
行
っ
た
得
度
に
焦
点
を
当
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

唐
代
藩
鎮
体
制
下
で
は
、
唐
朝
・
藩
鎮
と
も
に
盛
ん
に
仏
教
政
策
を
行
っ
て
い
た
。
か
か
る
仏
教
政
策
の
う

ち
、
注
目
す
べ
き
は
得
度
政
策
で
あ
る
。
唐
代
で
は
得
度
は
制
度
化
さ
れ
（
度
僧
制
）
、
仏
教
統
制
の
根
幹
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
唐
代
の
仏
教
政
策
を
検
討
す
る
上
で
度
僧
制
の
運
用
は
無
視
で
き
な
い
。 

 

藩
鎮
体
制
下
の
得
度
事
例
は
、
代
宗
・
徳
宗
期
の
江
南
に
大
量
に
見
ら
れ
る
が
、
従
来
そ
の
要
因
は
不
明
で

あ
っ
た
。
か
か
る
得
度
隆
盛
の
背
景
に
は
、
当
時
の
江
南
や
そ
こ
を
支
配
し
た
藩
鎮
特
有
の
問
題
が
関
わ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
江
南
は
唐
朝
に
と
っ
て
重
要
な
地
域
で
あ
っ
た
が
、
従
来
の
藩
鎮
研
究
で
は
、

河
朔
三
鎮
が
考
察
の
中
心
と
さ
れ
、
江
南
の
藩
鎮
は
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
江
南
の
藩
鎮
の
一
端

を
究
明
す
る
た
め
に
も
そ
の
仏
教
政
策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
、
代
宗
・
徳
宗
期
の
江
南
に
お
け
る
仏
教
政
策
の
実
態
を
考
察
し
た
。 

 

ま
ず
、
当
時
の
江
南
が
唐
朝
の
財
源
地
で
あ
り
、
藩
帥
は
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
た
文
官
で
あ
っ
た
こ
と
を
確

認
し
た
。
次
に
、
江
南
の
藩
鎮
の
仏
教
政
策
全
般
を
藩
鎮
ご
と
に
検
討
し
、
い
ず
れ
の
藩
鎮
で
も
仏
教
政
策
の

中
心
は
、
得
度
を
行
う
こ
と
と
そ
の
た
め
の
戒
壇
設
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
藩
鎮
が
得
度
を

行
っ
て
い
た
背
景
に
迫
り
、
得
度
は
金
銭
授
受
が
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
加
え
て
、
江



南
の
藩
帥
が
自
身
の
栄
達
を
図
る
た
め
、
進
奉
に
専
心
し
て
し
た
こ
と
を
再
確
認
し
、
江
南
の
藩
帥
は
進
奉
資

金
を
獲
得
す
べ
く
得
度
を
行
な
っ
て
い
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
江
南
の
仏
教
政
策
が
進
奉
を
通

じ
て
国
家
財
政
と
関
係
し
て
い
た
と
論
じ
た
。 

 

最
後
に
、
江
南
の
仏
教
政
策
は
江
南
の
藩
鎮
の
特
質
を
大
き
く
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
し
、
唐
代
藩
鎮

体
制
下
で
は
、
仏
教
は
権
威
を
補
強
す
る
目
的
の
ほ
か
、
財
源
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
と
結
論
づ
け
た
。 



研
究
報
告
（
午
前
）
〈
日
本
〉
① 

 

真
宗
に
お
け
る
連
坐
像
の
展
開
に
つ
い
て 

 

―

越
前
の
事
例
を
中
心
と
し
て―

 
 

大
谷
大
学 

下
村 

優
佳 

 
 

 

中
世
社
会
に
お
け
る
浄
土
教
念
仏
集
団
の
動
向
と
し
て
、
親
鸞
を
開
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
の
歴
史
的
研
究

は
、
長
年
に
わ
た
り
そ
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。
昨
年
、
『
親
鸞
・
初
期
真
宗
門
流
の
研
究
』
が
刊
行
さ
れ

た
こ
と
で
、
特
に
鎌
倉
末
期
～
室
町
初
期
に
か
け
て
全
国
各
地
に
展
開
し
た
親
鸞
の
門
弟
や
そ
の
門
弟
ら
を
中

心
と
し
た
「
門
流
」
に
焦
点
を
あ
て
た
、
現
状
に
お
け
る
研
究
成
果
と
課
題
が
示
さ
れ
た
。 

各
門
流
は
、
移
動
性
、
掛
軸
集
団
、
太
子
信
仰
と
い
っ
た
共
通
の
性
格
を
有
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
の

集
団
で
あ
り
な
が
ら
も
親
鸞
の
門
弟
と
い
う
ゆ
る
や
か
な
結
束
の
も
と
で
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
各
門
流
で
は

信
仰
や
礼
拝
の
対
象
と
し
て
絵
像
が
制
作
・
依
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
阿
弥
陀
如
来
を
描
く
方
便
法
身
尊
像

や
、
真
宗
曼
荼
羅
と
も
称
さ
れ
る
光
明
本
尊
、
親
鸞
お
よ
び
そ
の
門
弟
ら
を
描
い
た
先
徳
像
、
門
弟
ら
を
系
図

の
よ
う
に
描
く
一
流
相
承
系
図
（
絵
系
図
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
先
徳

像
、
殊
に
連
坐
像
と
呼
ば
れ
る
図
像
を
検
討
の
対
象
と
し
た
い
。 

連
坐
像
と
は
、
複
数
の
先
徳
の
姿
を
連
ね
描
く
こ
と
で
、
門
流
に
お
け
る
法
脈
の
相
承
関
係
、
あ
る
い
は
特

定
の
人
物
同
士
の
師
資
相
承
関
係
を
表
す
絵
像
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
依
用
す
る
門
流
に
よ
っ
て
描
か
れ
る

人
物
や
構
図
が
大
き
く
異
な
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。
本
発
表
で
は
、
こ
の
よ
う
に
多
様
な
連
坐
像
の
中
で



も
、
親
鸞
面
授
の
門
弟
で
あ
る
専
信
坊
専
海
を
重
視
す
る
「
専
海
系
三
河
門
流
」
の
う
ち
、
「
三
門
徒
諸
派
」
で

依
用
さ
れ
た
連
坐
像
に
焦
点
を
当
て
た
い
。
三
門
徒
諸
派
は
、
越
前
の
南
条
・
今
立
・
丹
生
郡
一
帯
に
展
開
し

た
集
団
で
、
も
と
は
如
道
を
中
心
と
し
た
一
つ
の
集
団
で
あ
っ
た
も
の
が
、
複
数
の
系
統
に
分
裂
し
、
現
在
の

三
門
徒
派
・
山
元
派
・
出
雲
路
派
・
誠
照
寺
派
そ
れ
ぞ
れ
の
前
身
と
も
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
、
分
裂
後

も
、
同
一
の
信
仰
や
地
域
性
か
ら
相
互
の
交
流
を
継
続
し
擬
似
同
族
的
な
「
衆
」
を
形
成
し
て
い
た
と
い
う
特

色
を
有
す
る
。
こ
の
「
衆
」
の
も
と
連
坐
像
が
制
作
・
依
用
さ
れ
た
事
実
を
踏
ま
え
、
連
坐
像
同
士
の
相
関
関

係
や
共
通
す
る
特
徴
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 
 



研
究
報
告
（
午
前
）
〈
日
本
〉
② 

 

近
世
天
皇
家
の
追
善
仏
事
と
延
暦
寺
・
園
城
寺 

―

般
舟
院
に
お
け
る
中
陰
法
要
を
中
心
に―

 
 

京
都
大
学 

佐
藤 

一
希 

 
 

日
本
近
世
史
研
究
に
お
い
て
、
天
皇
・
朝
廷
と
寺
院
と
の
関
係
は
、
主
に
門
跡
を
め
ぐ
る
問
題
が
検
討
さ
れ

て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
天
皇
家
や
公
家
の
仏
式
祖
先
祭
祀
へ
の
関
心
は
低
調
と
い
え
、
葬
送
儀
礼
を
中
心

に
、
天
皇
家
の
菩
提
寺
と
し
て
の
泉
涌
寺
の
位
置
づ
け
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
追
善
仏
事
に
着
目
し
た

研
究
は
ほ
と
ん
ど
進
め
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
報
告
者
は
、
近
年
、
近
世
天
皇
・
女

院
の
追
善
仏
事
（
中
陰
・
年
忌
法
要
）
に
関
す
る
基
礎
的
事
項
の
確
定
を
念
頭
に
、
十
六
世
紀
末
か
ら
幕
末
期

に
至
る
天
皇
家
追
善
仏
事
の
通
時
的
変
遷
に
つ
い
て
、
法
要
の
開
催
場
所
・
形
式
に
注
目
し
て
検
討
を
進
め
、

一
七
世
紀
後
半
以
降
、
御
所
内
で
開
催
さ
れ
た
宮
中
法
会
の
開
催
数
が
減
少
し
、
泉
涌
寺
・
般
舟
院
に
委
任
さ

れ
る
形
の
追
善
仏
事
が
大
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
（
拙
稿
「
近
世
天
皇
家
の
追
善

仏
事
と
泉
涌
寺
・
般
舟
院
」（
『
日
本
研
究
』
第
六
十
五
集
、
二
〇
二
二
年
）
）
。 

般
舟
院
に
お
け
る
天
皇
家
の
追
善
仏
事
は
、
中
陰
・
年
忌
法
要
と
も
に
、
御
黒
戸
四
箇
院
（
般
舟
院
・
二
尊

院
・
廬
山
寺
・
遣
迎
院
）
と
延
暦
寺
（
山
門
派
）
・
園
城
寺
（
寺
門
派
）
か
ら
派
遣
さ
れ
る
高
僧
に
よ
っ
て
執
行

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
、
天
皇
の
中
陰
法
要
を
め
ぐ
っ
て
は
、
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
の
中
御
門
天
皇

の
中
陰
法
要
以
降
、
延
暦
寺
と
園
城
寺
と
の
間
で
争
論
が
頻
発
す
る
。
こ
こ
で
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
般
舟
院



に
お
け
る
中
陰
法
要
で
七
度
行
わ
れ
る
御
経
供
養
の
導
師
の
派
遣
数
と
延
暦
寺
僧
と
園
城
寺
僧
の
焼
香
場
所
の

相
違
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
元
文
期
以
降
、
両
寺
院
は
天
皇
の
中
陰
法
要
が
行
わ
れ
る
た
び
ご
と
に
、
天
台
座

主
・
園
城
寺
長
吏
を
介
し
て
朝
廷
へ
の
訴
え
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
幕
末
に
至
る
ま
で
争
論
が
継
続
し
て
い

る
。
天
皇
家
の
追
善
仏
事
を
め
ぐ
り
、
山
門
派
と
寺
門
派
が
対
立
の
様
相
を
み
せ
た
も
の
と
し
て
興
味
深
い
事

例
で
あ
る
。 

本
報
告
で
は
、
近
世
中
後
期
に
か
け
て
、
天
皇
家
の
中
陰
法
要
を
め
ぐ
り
生
じ
た
延
暦
寺
と
園
城
寺
の
争
論

の
経
過
・
裁
定
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
を
ふ
ま
え
て
、
近
世
天
皇
家
の
仏
式
祖
先
祭
祀

に
お
け
る
諸
宗
派
に
よ
る
宗
教
的
機
能
の
分
掌
に
つ
い
て
考
察
を
深
め
た
い
。 

 
 



研
究
報
告
（
午
前
）
〈
日
本
〉
③ 

 

「
宗
祖
の
精
神
に
還
れ
」
と
如
来
教
教
祖
伝
の
作
成 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所 

石
原 

和  

本
報
告
は
、
昭
和
初
年
に
如
来
教
雑
誌
『
こ
の
た
び
』
に
掲
載
さ
れ
た
教
祖
伝
「
教
祖
の
御
生
涯
」
を
事
例

と
し
て
、
そ
こ
で
描
か
れ
た
教
祖
像
を
、
当
時
の
如
来
教
教
団
の
動
向
や
そ
の
背
景
に
あ
る
宗
教
界
の
動
向
と

関
連
づ
け
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。 

如
来
教
と
は
、
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）、
名
古
屋
熱
田
で
元
武
家
奉
公
人
媹
姾
如
来
喜
之
の
神
が
か
り
を
契

機
に
お
こ
っ
た
宗
派
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
は
、
近
隣
寺
院
の
住
職
の
受
持
仏
堂
と
し
て
、
大
正
二
年
に
は
曹

洞
宗
の
等
外
寺
院
と
し
て
把
握
さ
れ
て
お
り
、
仏
教
系
の
管
理
体
制
の
下
に
置
か
れ
た
。
昭
和
期
に
な
る
と
、

後
継
者
問
題
や
帝
国
議
会
で
の
第
二
次
宗
教
法
案
の
審
議
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
『
こ
の

た
び
』
が
刊
行
さ
れ
、
こ
の
雑
誌
の
発
行
者
の
清
水
諫
見
に
よ
る
教
祖
伝
が
連
載
さ
れ
た
。 

こ
の
教
祖
伝
は
、
近
世
期
の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
文
献
の
引
用
に
よ
る
“
実
証
主
義
”
的
方
法
を
採
る
点

や
、
人
格
、
人
間
、
愛
、
苦
悩
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
実
際
に
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
「
口

伝
と
史
伝
と
に
よ
つ
て
史
実
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
教
祖
御
一
尊
様
の
人
格
、
人
間
と
し
て
の
教
祖
を
、

な
る
べ
く
は
つ
き
り
さ
す
こ
と
に
念
慮
」
し
た
と
い
う
。 

で
は
な
ぜ
こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
に
至
っ
た
の
か
。
そ
こ
に
は
仏
教
界
と
の
連
動
が
あ
っ
た
。『
こ
の
た
び
』

誌
上
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
一
般
宗
教
界
こ
と
に
仏
教
界
を
展
望
す
れ
ば
、
宗
門
各
派
に
於
て
も
積
年
の
弊
害

を
打
破
し
立
宗
開
教
の
根
本
に
遡
つ
て
是
正
改
革
に
邁
進
せ
ん
と
是
努
め
つ
ゝ
」
あ
り
、
そ
の
実
現
に
向
け



「
宗
祖
の
精
神
に
還
れ
の
運
動
」
が
起
こ
っ
て
い
る
。
次
の
記
事
で
、
か
か
る
現
状
を
承
け
て
、
教
団
継
承
者

の
色
が
強
ま
っ
て
い
た
如
来
教
に
つ
い
て
、
「
教
団
と
し
て
は
岐
路
に
立
た
ん
と
し
て
ゐ
る
。
教
祖
の
人
格
教
祖

の
精
神
に
帰
れ
と
叫
ば
れ
ん
と
し
て
ゐ
る
」
と
の
主
張
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
教
祖
の
人
格
を

描
く
教
祖
伝
が
作
成
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。 

以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
仏
教
界
の
改
革
運
動
と
新
宗
教
の
改
革
運
動
、
そ
れ
に
基
づ
く
一
派
独
立
に
向
け

た
思
想
や
手
段
の
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に
基
づ
き
近
代
の
宗
派
を
超
え
る
宗
教
動
向
を
論
じ
る
展
望

を
示
す
。 

 
 



研
究
報
告
（
午
後
）
〈
合
同
〉
① 

 

黒
谷
流
に
お
け
る
造
寺
造
仏
と
戒
律
復
興 

―

興
円
・
恵
鎮
ら
を
中
心
に―

 
 

大
津
市
歴
史
博
物
館 

鯨
井 

清
隆 

 
 

 

鑑
真 (

六
八
八—
七
六
三)

に
よ
っ
て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
た
授
戒
方
軌
に
対
し
て
、
最
澄 (

七
六
二—

八
二
二)

は
「
山
家
学
生
式
」
を
定
め
て
、
鑑
真
由
来
の
戒
を
「
小
乗
戒
」
と
し
て
退
け
、
梵
網
経
に
よ
る
「
大
乗
戒
」

(

円
頓
戒)

を
提
唱
し
た
。
合
わ
せ
て
、
最
澄
は
「
山
家
学
生
式
」
や
「
顕
戒
論
」
等
に
よ
り
、
十
二
年
間
の
修
行

を
課
す 

「
十
二
年
籠
山
」
を
規
定
し
た
が
、
時
を
経
る
と
最
澄
の
気
風
も
薄
れ
、
授 (

受)

戒 

は
形
骸
化
し
、 

十
二
年
籠
山
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
叡
空 (
？—

一
一
七
九)

に
端
を
発
す
る
黒
谷
流
に
お
け
る
戒
律
復
興
は
、
興
円 

(

一
二
六
二—

一
三
一
七)

と
弟
子
の
恵
鎮 (
一
二
八
一—

一
三
五
六)

が
登
場
し
た
こ
と
に
よ
り
最
盛
期
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
両
者
は
と
も
に
戒
律
復
興
を
目
指
し
、
「
戒
灌
頂
」
と
い
う
黒
谷
独
自
の
授
戒
方
軌
を
確
立
し
た
。

ま
た
、
「
十
二
年
籠
山
」
の
復
興
、
夏
安
居
や
布
薩
と
い
っ
た
律
院
の
儀
礼
な
ど
を
導
入
し
た
。
興
円
・
恵
鎮
の

教
え
は
、
そ
の
後
元
応
寺
流
と
法
勝
寺
流
と
い
う
二
つ
の
流
派
に
よ
っ
て
受
け
継
が
れ
た
。
そ
し
て
、
応
仁
の

乱
な
ど
を
経
て
、
元
応
寺
流
は
大
津
市
比
叡
辻
・
聖
衆
来
迎
寺
に
、
法
勝
寺
流
は
同
坂
本
の
西
教
寺
へ
と
そ
れ

ぞ
れ
引
き
継
が
れ
て
い
る
。 

令
和
二
年 

、
令
和
三
年
に
相
次
い
で
、
発
表
者
が
所
属
す
る
大
津
市
歴
史
博
物
館
が
行
っ
た
両
寺
の
悉
皆
調

査
に
も
と
づ
き
企
画
展
が
開
催
さ
れ
、
元
応
寺
流
、
法
勝
寺
流
に
関
す
る
新
知
見
を
数
多
く
得
る
こ
と
が
で
き



た
。
そ
の
成
果
は
同
展
図
録
で
紹
介
し
た
ほ
か
、
い
く
つ
か
研
究
報
告
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

未
だ
全
容
の
把
握
に
は
到
底
至
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。 

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
興
円
・
恵
鎮
ら
の
戒
律
復
興
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
の
か
を
、
主
に
美
術
史

の
観
点
か
ら
考
察
す
る
。
先
に
発
表
者
は
黒
谷
流
で
行
わ
れ
て
い
る
「
戒
灌
頂
」
と
い
う
儀
礼
の
中
で
用
い
ら

れ
る
「
授
戒
三
聖
」
を
中
心
に
考
察
し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
興
円
・
恵
鎮
ら
の
伝
記
を
参
照
し
、
そ
の
中
で
も

特
に
造
寺
・
造
仏
の
記
事
を
抽
出
し
、
両
者
が
ど
の
よ
う
に
戒
律
復
興
を
進
め
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
さ
ら
に
、
聖
衆
来
迎
寺
に
伝
わ
る
元
応
寺
流
聖
教
中
の
「
元
応
国
清
寺
年
中
行
事
」
に
も
着
目
し
、
教

え
を
受
け
継
い
だ
僧
た
ち
が
行
っ
た
儀
礼
生
活
に
つ
い
て
復
元
的
に
考
察
を
し
て
み
た
い
。 

 
 



研
究
報
告
（
午
後
）
〈
合
同
〉
② 

 

敦
煌
チ
ベ
ッ
ト
語
写
本
に
み
る
初
期
の
仏
教
伝
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

京
都
大
学 

西
田 

愛 
 
 

 

七
世
紀
に
チ
ベ
ッ
ト
史
上
初
の
統
一
国
家
と
し
て
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
舞
台
に
登
場
し
た
古
代
チ
ベ
ッ
ト

帝
国
（
吐
蕃
）
で
は
、
イ
ン
ド
、
中
国
、
中
央
ア
ジ
ア
な
ど
様
々
な
地
域
よ
り
伝
わ
っ
た
仏
教
が
国
教
と
な

り
、
国
家
主
導
の
も
と
、
当
時
入
手
可
能
で
あ
っ
た
数
百
の
経
典
が
主
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
チ
ベ
ッ
ト

語
へ
と
組
織
的
に
翻
訳
さ
れ
た
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
支
配
下
に
あ
っ
た
九
世
紀
前
半
の
敦
煌
に
お
い
て
は
、
ツ

ェ
ン
ポ
（
チ
ベ
ッ
ト
皇
帝
）
の
功
徳
と
衆
生
の
安
寧
を
目
的
と
し
た
大
規
模
な
写
経
事
業
が
実
施
さ
れ
、
漢
語

お
よ
び
チ
ベ
ッ
ト
語
の
経
典
が
大
量
に
写
経
さ
れ
た
。
こ
の
写
経
事
業
の
規
模
や
プ
ロ
セ
ス
、
事
業
の
担
い
手

で
あ
っ
た
写
経
生
た
ち
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
西
岡
祖
秀
、
上
山
大
俊
を
は
じ
め
と
す
る
先
学
の
研
究
に
よ
っ

て
早
く
か
ら
日
本
で
も
広
く
知
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
の
研
究
に
よ
っ
て
チ
ベ
ッ
ト
語
経
典
の
写
経
の
詳
細
が

さ
ら
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
一
方
、
国
家
事
業
と
し
て
公
的
に
進
め
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
翻
訳
事
業
お
よ

び
写
経
事
業
と
並
行
し
て
、
当
時
の
チ
ベ
ッ
ト
人
に
は
馴
染
み
の
な
か
っ
た
仏
教
の
概
念
を
平
易
に
説
明
す
る

「
仏
教
伝
道
文
学
作
品
」
も
ま
た
、
こ
の
時
代
に
著
作
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
中
世
以

降
の
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
文
献
中
に
伝
承
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
伝
え
る
資
料
が
、

敦
煌
出
土
の
チ
ベ
ッ
ト
語
写
本
群
の
中
に
複
数
残
さ
れ
て
い
る
。 

本
発
表
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
翻
訳
を
発
表
し
た
「
仏
教
伝
道
文
学
作
品
」
七
点
に
つ
い
て
、
写
本
学
的
観
点

か
ら
、
成
立
年
代
に
つ
い
て
論
じ
る
。
ま
た
、
各
々
の
作
品
内
容
を
外
観
し
た
上
で
、
仏
教
徒
か
ら
の
批
判
の



対
象
と
な
っ
た
古
代
チ
ベ
ッ
ト
の
葬
儀
に
つ
い
て
触
れ
、
初
期
の
仏
教
伝
道
者
た
ち
が
仏
教
を
定
着
さ
せ
る
た

め
の
糸
口
と
し
た
教
え
を
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
し
、
敦
煌
チ
ベ
ッ
ト
語
写
本
中
に
含
ま
れ
る
「
仏
教
伝

道
文
学
作
品
」
の
著
作
背
景
に
つ
い
て
考
え
た
い
。 

  
 



研
究
報
告
（
午
後
）
〈
合
同
〉
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〈
宗
教
改
革
と
し
て
の
鎌
倉
新
仏
教
〉
言
説
史
へ
の
新
視
点 

—
-

原
勝
郎
と
そ
の
後 

 

東
北
大
学 

オ
リ
オ
ン
・
ク
ラ
ウ
タ
ウ 

 
 

 

近
現
代
に
お
い
て
、
「
宗
教
改
革
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
日
本
仏
教
の
展
開
や
特
徴
を
描
写
し
よ
う
と
し
た

一
連
の
言
説
は
、
思
想
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
日
本
の
僧
侶
の
一
部
は
、
少
な
く
と
も
幕
末
期

か
ら
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
（
一
四
八
三―

一
五
四
六
）
や
ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
（
一
五
〇
九―

一
五
六

四
）
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
宗
教
改
革
」
を
自
国
の
事
象
を
説
明
す
る
上
で
の
有
効
な
モ
デ
ル
と
見
な
し

た
。
そ
の
傾
向
は
一
八
八
〇
年
代
の
「
文
明
開
化
」
の
枠
組
み
で
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
い
き
、
こ
の
時
期
以

降
、
日
本
の
思
想
界
か
ら
複
数
の
「
仏
教
の
ル
ー
サ
ー
」
が
現
れ
、
こ
れ
が
や
が
て
「
新
仏
教
」
運
動
へ
と
繋

が
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
「
宗
教
改
革
」
と
い
う
と
、
人
々
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は
十
九
世
紀

の
こ
れ
ら
の
運
動
よ
り
も
、
む
し
ろ
二
十
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
展
開
さ
れ
た
原
勝
郎
（
一
八
七
一―

一
九
二

四
）
の
比
較
史
的
試
み
で
あ
ろ
う
。
原
は
一
九
一
一
年
に
「
東
西
の
宗
教
改
革
」
と
い
う
短
い
論
文
を
発
表

し
、
法
然
や
日
蓮
と
い
っ
た
鎌
倉
期
の
僧
侶
の
思
想
を
ル
タ
ー
や
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
事
業
と
比
較
し
、
日
本
に
お

け
る
鎌
倉
仏
教
の
意
義
を
、
そ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
再
評
価
し
た
。
二
十
一
世
紀
に
お
い
て
も
原

は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
「
日
本
仏
教
」
に
ま
つ
わ
る
研
究
史
的
な
テ
キ
ス
ト
で
「
鎌
倉
新
仏

教
＝
宗
教
改
革
」
と
い
う
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
確
立
し
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
認
識
は
一
種
の
通
説



と
な
っ
て
い
る
。
原
の
こ
の
比
較
宗
教
史
的
な
発
想
は
、
敗
戦
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
多
様
な
観
点
か
ら
読
ま

れ
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
論
の
影
響
下
で
、
彼
の
試
み
に
近
代
化
論
へ
の
視
座
を
見
出
す
者
も
存
在
し
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
評
価
が
あ
る
一
方
で
、
「
東
西
の
宗
教
改
革
」
を
精
読
し
、
そ
の
執
筆
動
機
や
同
時
代
に
お
け
る
イ
ン

パ
ク
ト
を
正
確
に
捉
え
よ
う
と
す
る
研
究
は
、
今
日
に
至
る
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
う
し
た
研
究
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
報
告
で
は
、
原
を
取
り
巻
く
同
時
代
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
を
検
討

し
、
「
東
西
の
宗
教
改
革
」
の
意
図
を
考
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
世
に
与
え
た
具
体
的
な
影
響
に
つ
い
て
も
考

察
す
る
。 

  
 



研
究
報
告
（
午
後
）
〈
合
同
〉
④ 

 

兀
庵
普
寧
書
状
か
ら
見
る
日
宋
仏
教
界
の
交
流
と
博
多
・
宋
海
商 

 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

榎
本 

渉 
  

本
報
告
で
は
、
兀
庵
普
寧
（
一
一
九
七
～
一
二
七
六
）
の
新
出
書
状
を
紹
介
し
、
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
。

兀
庵
普
寧
は
南
宋
四
川
の
人
で
、
臨
済
宗
の
僧
で
あ
る
。
一
二
六
〇
年
に
来
日
し
、
鎌
倉
建
長
寺
で
住
持
を
務

め
た
が
、
外
護
者
で
あ
る
北
条
時
頼
の
死
後
、
一
二
六
五
年
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
の
兀
庵
が
宋
か
ら
送
っ
た

書
状
や
法
語
の
現
物
や
写
し
は
複
数
伝
わ
り
、
兀
庵
が
日
本
の
知
人
た
ち
と
連
絡
を
取
り
続
け
た
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
今
回
紹
介
す
る
兀
庵
書
状
も
そ
の
一
つ
で
、
原
本
で
は
な
く
写
し
と
考
え
ら
れ
る
。
日
付
は

咸
淳
四
年
（
一
二
六
八
）
一
二
月
で
あ
る
。
宛
先
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
博
多
に
拠
点
を
持
ち
筑
前
国
首
羅

山
を
中
興
し
た
悟
空
敬
念
（
一
二
一
七
～
七
二
）
と
考
え
ら
れ
る
。 

悟
空
が
い
た
博
多
は
日
宋
貿
易
船
の
発
着
地
で
あ
り
、
日
宋
交
流
に
関
わ
る
人
々
と
の
接
触
の
機
会
が
多
か

っ
た
。
そ
の
た
め
兀
庵
書
状
か
ら
は
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
入
宋
僧
や
宋
海
商
の
活
動
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
兀
庵
に
は
京
都
で
活
動
し
た
弟
子
、
東
巌
慧
安
（
一
二
二
五
～
七
七
）
が
お
り
、
頻
繁
に
連
絡
を
取

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
兀
庵
書
状
か
ら
は
東
巌
と
悟
空
が
弟
子
を
一
緒
に
入
宋
さ
せ
、
兀
庵
と
連
絡

を
取
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
東
巌
が
京
都
か
ら
兀
庵
と
連
絡
を
取
る
際
に
は
、
博
多
の
悟
空
が
仲
介
役
と
し
て

協
力
し
た
と
見
ら
れ
る
。 

ま
た
近
年
、
悟
空
が
中
興
し
た
首
羅
山
の
発
掘
が
進
み
、
十
三
世
紀
半
ば
に
薩
摩
塔
・
宋
風
獅
子
等
を
備
え

た
宋
風
伽
藍
が
作
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
兀
庵
書
状
は
そ
の
背
後
に
悟
空
と
宋
海
商



の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
兀
庵
書
状
に
現
れ
る
宋
海
商
の
一
人

が
、
十
数
年
後
の
蒙
古
襲
来
期
に
も
博
多
・
大
宰
府
の
禅
宗
寺
院
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
博
多
の

宋
海
商
は
一
二
六
〇
年
代
以
後
文
献
で
確
認
で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
兀
庵
書
状
は
彼
ら
の
そ
の

後
の
動
向
に
つ
い
て
新
た
な
情
報
を
加
え
る
史
料
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。 

 


